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平成２０年度予算に向けた
北陸地方整備局所管事業における事業評価（追加）について

取り扱い 成20年5月1日 １６：００解禁平

概 要

公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向上を図り、平成２０年
度予算等に反映させるべく、新規事業採択時評価、再評価及び事後評価を実施し
たので、その結果を公表します。

今回は、道路関係事業の一部の新規事業採択時評価及び再評価について対応
方針が決定されたのでとりまとめたものです。

なお、道路関係以外の評価及び道路関係の完了後の事後評価については、平成
２０年４月１日に公表しています。

① 新規事業採択時評価
・４事業について、費用対効果分析を含めた総合的な評価を実施した。
〔一括配分に係る事業→2事業（うち補助2）、一括配分に係る事業以外→2事業（うち直轄1、補助1）〕

② 再評価
・事業採択後一定期間を経過した事業等を対象に１６事業について再評価を実施した。
〔一括配分に係る事業→1事業（うち補助1）、一括配分に係る事業以外→15事業（うち直轄4、補助11）〕

・再評価の結果、１６事業全てが「継続」となった。

問い合わせ先

電 話 ０２５－２８０－８８８０（代表）

総括 企画部 企画課長 清 水（内線3151）
し み ず

都市住宅関係 建政部 都市・住宅整備課長 細 萱（内線6161）
ほ そ が や

道路関係（直轄） 道路部 道路計画課長 木 村（内線4211）
き む ら

道路関係(補助) 〃 地域道路課長 渡 部(内線4611)
わ た な べ

※ 本資料は、北陸地方整備局ホームページに掲載します。
（http://www.hrr.mlit.go.jp/press/index.html）



目 次

頁

○北陸地方整備局所管公共事業の事業評価について １

○事業評価の実施フローについて ２

○平成２０年度予算に向けた新規事業採択時評価について ３

○平成２０年度予算に向けた再評価について ４

○新規事業採択時評価結果一覧〔一括配分に係る事業〕 ５

○新規事業採択時評価結果一覧〔一括配分に係る事業以外〕 ６

○再評価結果一覧〔一括配分に係る事業〕 ７

○再評価結果一覧〔一括配分に係る事業以外〕 ８

○評価手続中事業（平成１８年度評価）の再評価について １３

○評価手続中事業（平成１８年度評価）の再評価結果一覧 １４

〔一括配分に係る事業以外〕



北陸地方整備局所管公共事業の事業評価について

１．はじめに

公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向上を図るため、

維持・管理に係る事業、災害復旧に係る事業等を除く全ての事業を対象とし

て、「国土交通省所管公共事業の事後評価実施要領の策定等」に基づき、新規

事業採択時評価、再評価及び事後評価を実施している。

一括配分に係る事業については、地方整備局等が新規事業採択時評価に

おいては予算化に係る対応方針（直轄事業）、補助金交付等に係る対応方針

（補助事業）を決定し、再評価においては事業の継続又は中止に係る対応方針

（直轄事業）、補助金交付等に係る対応方針（補助事業）を決定している。

また、事後評価においては、改善措置及び今後の事後評価実施の必要性等

に係る対応方針を決定する。

２．新規事業採択時評価

公共事業の効率性及び透明性の一層の向上を図るため、事業の新規採択

にあたり、費用対効果分析（Ｂ／Ｃ）を含めて、事業の必要性や効果等の総合

的な評価を実施している。

３．再評価

公共事業の効率性及び透明性の一層の向上を図るため、事業採択後５年未

着工及び１０年間継続中の事業等の継続にあたり、再評価を行い、事業の継

続（必要に応じて事業手法等の見直し）、もしくは中止の方針を決定している。

【再評価を実施する事業】
①事業採択後５年間 が経過した時点で未着工の事業（「その他施設費」については３年間）
②事業採択後１０年間 が経過した時点で継続中の事業（「その他施設費」については７年間）
③準備・計画段階で５年間が経過している事業
④再評価実施後一定期間 が経過している事業（「その他施設費」については３年間）
⑤社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業

４．事後評価

公共事業の効率性及び透明性の一層の向上を図るため、事業完了後の事

業の効果、環境への影響等の確認を行い、今後の事後評価の必要性、改善措

置の必要性及び同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必

要性について検討し、方針を決定している。

【事後評価を実施する事業】
①事業完了後一定期間（５年以内）が経過した事業
②審議結果を踏まえ、事業評価実施主体の長が改めて事後評価を行う必要があると判断

した事業
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【公共事業関係費】

一括配分に係る事業 一括配分に係る事業以外

道路・街路事業 直轄事業等 1

補助事業等 1

土地区画整理事業 2

合　　　　計 2 2

注）　道路・街路事業における平成２０年度の高規格幹線道路、地域高規格道路の新規採択時評価については、事業実施に向けた

　　手続きの見直しを行うこととしており、その見直し後に決定する予定であるため、本資料に含まれていない。

事　　　業　　　区　　　分 新規事業採択箇所数

平成２０年度予算に向けた新規事業採択時評価について
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一括配分に係る事業

【公共事業関係費】

再評価実施箇所数 再評価結果

うち
見直し
継続

道路・街路事業 直轄事業等

補助事業等 1 1 1

土地区画整理事業

合　　　　計 1 1 1

一括配分に係る事業以外

【公共事業関係費】

再評価実施箇所数 再評価結果

うち
見直し
継続

道路・街路事業 直轄事業等 1 3 4 4

補助事業等 2 6 8 8

土地区画整理事業 1 1 1

合　　　　計 4 9 13 13

注）　再評価対象基準

　　　　５年未着工　：事業採択後一定期間（５年間）が経過した時点で未着工の事業

　　　　10年継続中  ：事業採択後長期間（１０年間）が経過した時点で継続中の事業

　　　　準備計画５年：準備・計画段階で一定期間（５年間）が経過している事業

　　　　再々評価　　：再評価実施後一定期間（５又は１０年間）が経過している事業

　　　　その他　　　：社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業
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中
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億
円

【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

1
2
,1

0
0
台

/
日

6
1

6
.9

・
小

松
大

橋
の

大
型

車
両

化
へ

の
対

応
、

耐
震

性
の

向
上

に
よ

り
安

全
で

安
心

な
道

路
機

能
の

確
保

。
・
国

土
交

通
省

が
施

行
す

る
梯

川
改

修
事

業
と

の
同

時
施

行
で

あ
り

、
治

水
安

全
性

の
向

上
に

寄
与

す
る

。

継
続

北
陸

地
方

整
備

局
建

政
部

都
市

・
住

宅
整

備
課

（
課

長
　

細
萱

　
英

也
）

費
用

（
Ｃ

）
（
億

円
）

Ｂ
／

Ｃ

再
評

価
結

果
一

覧

事
 業

 名
事

業
主

体
該

当
基

準
総

事
業

費
（
億

円
）

費
用

便
益

分
析

貨
幣

換
算

が
困

難
な

効
果

等
に

よ
る

評
価

対
応

方
針

担
当

課
（
担

当
課

長
名

）
貨

幣
換

算
し

た
便

益
:B

(億
円

)
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一
括

配
分

に
係

る
事

業
以

外

【
道

路
・
街

路
事

業
】

（
直

轄
事

業
）

便
益

の
内

訳
及

び
主

な
根

拠

能
越

自
動

車
道

一
般

国
道

4
7
0
号

七
尾

氷
見

道
路

北
陸

地
方

整
備

局

1
0
年

継
続

中
1
,4

7
2

2
,1

5
5

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
2
,1

0
8
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

3
2
億

円
交

通
事

故
減

少
便

益
：

1
6
億

円
【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

8
,9

0
0
～

1
6
,2

0
0
台

/
日

1
,3

6
1

1
.6

・
高

規
格

幹
線

道
路

で
あ

る
「
能

越
自

動
車

道
」
の

一
部

区
間

を
構

成
し

、
高

速
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

。
・
三

次
医

療
施

設
（
能

登
総

合
病

院
、

厚
生

連
高

岡
病

院
）
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
。

（
大

泊
地

区
→

能
登

総
合

病
院

：
約

2
1
分

短
縮

、
脇

方
地

区
→

厚
生

連
高

岡
病

院
：
約

7
分

短
縮

）
・
石

川
県

・
富

山
県

地
域

防
災

計
画

の
第

1
次

緊
急

通
行

道
路

確
保

路
線

と
し

て
信

頼
性

向
上

。

・
高

規
格

幹
線

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
形

成
し

、
能

登
地

域
・
富

山
西

部
地

域
と

三
大

都
市

圏
と

の
時

間
を

大
幅

に
短

縮
す

る
。

･並
行

道
路

で
あ

る
国

道
1
6
0
号

の
雨

量
規

制
や

土
砂

災
害

等
に

よ
る

全
面

通
行

止
め

時
の

迂
回

路
が

確
保

さ
れ

集
落

の
孤

立
化

の
解

消
が

期
待

さ
れ

る
。

･平
成

2
0
年

代
の

暫
定

2
車

線
供

用
を

目
指

し
事

業
を

推
進

し
て

い
る

。
・
新

技
術

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
大

型
化

（
長

尺
化

）
、

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
品

の
積

極
的

な
活

用
に

よ
り

、
コ

ス
ト

縮
減

を
図

っ
て

い
る

。

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

地
域

高
規

格
道

路
一

般
国

道
7
号

万
代

橋
下

流
橋

北
陸

地
方

整
備

局

再
々

評
価

5
7
0

1
,3

2
2

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
1
,1

4
2
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

1
1
6
億

円
交

通
事

故
減

少
便

益
：

6
4
億

円
【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

2
4
,6

0
0
～

4
9
,6

0
0
台

/
日

6
5
4

2
.0

・
現

道
等

の
混

雑
時

旅
行

速
度

が
2
0
km

/
h
未

満
で

あ
る

区
間

の
改

善
・
バ

ス
路

線
の

利
便

性
向

上
（
現

道
の

バ
ス

路
線

　
4
3
路

線
（
1
0
0
系

統
）
）

・
信

濃
川

に
よ

り
一

体
的

発
展

が
阻

害
さ

れ
て

い
る

地
区

を
解

消
・
市

街
地

再
開

発
事

業
の

支
援

・
現

道
等

の
混

雑
時

旅
行

速
度

の
改

善
や

、
中

心
市

街
地

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
向

上
に

よ
る

中
心

市
街

地
の

活
性

化
が

期
待

さ
れ

る
。

・
当

該
事

業
の

周
辺

で
は

、
環

日
本

海
交

流
に

向
け

た
交

流
拠

点
整

備
と

し
て

万
代

島
再

開
発

（
朱

鷺
メ

ッ
セ

）
な

ど
の

開
発

が
行

わ
れ

て
い

る
。

・
平

成
2
0
年

代
前

半
の

完
成

４
車

線
供

用
を

目
途

に
整

備
を

推
進

し
て

い
る

。
・
柳

都
大

橋
基

礎
ケ

ー
ソ

ン
の

無
人

化
施

工
に

よ
り

約
0
．

2
億

円
の

コ
ス

ト
縮

減
を

図
っ

て
い

る
。

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

再
評

価
結

果
一

覧

事
 業

 名
事

業
主

体
該

当
基

準
総

事
業

費
（
億

円
）

費
用

便
益

分
析

貨
幣

換
算

し
た

便
益

:B
(億

円
)

費
用

（
Ｃ

）
（
億

円
）

Ｂ
／

Ｃ

貨
幣

換
算

が
困

難
な

効
果

等
に

よ
る

評
価

再
評

価
の

視
点

（
投

資
効

果
等

の
事

業
の

必
要

性
、

事
業

の
進

捗
の

見
込

み
、

コ
ス

ト
縮

減
等

）

対
応

方
針

担
当

課
（
担

当
課

長
名

）
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便
益

の
内

訳
及

び
主

な
根

拠

一
般

国
道

8
号

柏
崎

バ
イ

パ
ス

北
陸

地
方

整
備

局
再

々
評

価
7
4
0

1
,3

3
7

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
1
,2

6
0
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

5
9
億

円
交

通
事

故
減

少
便

益
：

1
8
億

円
【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

2
6
,2

0
0
～

4
7
,3

0
0
台

/
日

7
9
5

1
.7

・
並

行
区

間
の

現
道

8
号

の
渋

滞
損

失
時

間
の

削
減

（
現

況
1
1
0
万

人
時

間
を

約
８

割
削

減
）

・
刈

羽
村

か
ら

日
常

生
活

動
圏

中
心

都
市

で
あ

る
柏

崎
市

と
の

ア
ク

セ
ス

向
上

。
(柏

崎
市

役
所

～
刈

羽
村

役
場

 整
備

な
し

 3
0
分

 →
 整

備
あ

り
1
5
分

)
・
 第

三
次

医
療

施
設

（
長

岡
赤

十
字

病
院

）
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
が

見
込

ま
れ

る
。

(鯨
波

海
岸

～
長

岡
赤

十
字

病
院

　
整

備
な

し
 4

6
分

　
→

　
整

備
あ

り
 3

5
分

)

・
通

勤
・
通

学
、

通
院

、
買

い
物

等
の

日
常

生
活

活
動

の
利

便
性

向
上

、
地

域
開

発
へ

の
支

援
、

新
市

の
一

体
化

促
進

、
第

三
次

医
療

施
設

へ
の

ア
ク

セ
ス

強
化

等
を

図
る

。
・
城

東
～

鯨
波

間
（
Ｌ

＝
３

．
６

５
ｋ
ｍ

）
の

用
地

取
得

は
９

９
％

完
了

し
て

お
り

、
平

成
２

０
年

代
中

頃
の

暫
定

２
車

線
供

用
を

目
指

し
事

業
を

推
進

す
る

。
・
ト

ン
ネ

ル
掘

削
ズ

リ
を

東
原

町
～

茨
目

間
の

路
体

盛
土

に
有

効
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

建
設

コ
ス

ト
縮

減
を

図
っ

て
い

る
。

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

一
般

国
道

1
4
8
号

小
谷

道
路

北
陸

地
方

整
備

局
再

々
評

価
2
2
5

3
4
1

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
3
2
1
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

1
9
億

円
交

通
事

故
減

少
便

益
：

1
.5

億
円

【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

6
，

0
0
0
台

3
0
0

1
.1

・
事

前
通

行
規

制
区

間
、

冬
期

交
通

障
害

区
間

の
解

消
・
大

型
車

の
す

れ
違

い
困

難
区

間
の

解
消

・
総

重
量

2
5
t車

両
不

通
区

間
(姫

三
橋

)の
解

消

・
当

該
路

線
は

、
劣

悪
な

道
路

構
造

に
起

因
す

る
大

型
車

の
す

れ
違

い
困

難
区

間
や

事
前

通
行

規
制

区
間

、
冬

期
の

通
行

障
害

区
間

な
ど

が
存

在
し

て
い

る
。

・
用

地
買

収
は

平
成

1
9
年

度
で

全
区

間
完

了
す

る
予

定
で

あ
り

、
平

成
2
0
年

代
中

期
の

全
線

完
成

供
用

を
目

指
し

て
事

業
を

推
進

し
て

い
る

。
・
新

技
術

（
軽

量
盛

土
工

法
等

）
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
の

大
型

化
（
長

尺
化

）
、

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

の
積

極
的

な
活

用
に

よ
り

、
コ

ス
ト

縮
減

を
図

っ
て

い
る

。

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

事
 業

 名
事

業
主

体
該

当
基

準
総

事
業

費
（
億

円
）

費
用

便
益

分
析

貨
幣

換
算

が
困

難
な

効
果

等
に

よ
る

評
価

再
評

価
の

視
点

（
投

資
効

果
等

の
事

業
の

必
要

性
、

事
業

の
進

捗
の

見
込

み
、

コ
ス

ト
縮

減
等

）

対
応

方
針

担
当

課
（
担

当
課

長
名

）
貨

幣
換

算
し

た
便

益
:B

(億
円

)
費

用
（
Ｃ

）
（
億

円
）

Ｂ
／

Ｃ
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一
括

配
分

に
係

る
事

業
以

外

【
道

路
・
街

路
事

業
】

（
補

助
事

業
）

便
益

の
内

訳
及

び
主

な
根

拠

一
般

国
道

3
5
2
号

松
波

拡
幅

新
潟

県

1
0
年

継
続

中
5
4

6
3

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
5
7
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

4
.4

億
円

交
通

事
故

減
少

便
益

：
1
.3

億
円

【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

7
,9

0
0
台

5
9

1
.1

・
渋

滞
損

失
時

間
約

7
万

人
・
時

間
/
年

の
改

善
が

見
込

ま
れ

る
。

・
主

要
な

観
光

施
設

（
柏

崎
潮

風
温

泉
1
4
万

人
／

年
、

柏
崎

ア
ク

ア
パ

ー
ク

1
8
万

人
／

年
）
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

向
上

す
る

。
・
J
R

信
越

本
線

　
柏

崎
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
向

上
す

る
。

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

地
域

高
規

格
道

路
一

般
国

道
4
0
4
号

長
岡

東
西

道
路

新
潟

県

1
0
年

継
続

中
1
2
0

6
0
3

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
5
3
5
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

5
1
億

円
交

通
事

故
減

少
便

益
：

1
7
億

円
【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

1
7
,0

0
0
台

2
0
2

3
.0

・
渋

滞
損

失
時

間
約

3
4
万

人
・
時

間
/
年

の
改

善
が

見
込

ま
れ

る
。

・
主

要
観

光
施

設
（
国

営
越

後
丘

陵
公

園
）
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

向
上

す
る

（
長

岡
駅

～
国

営
越

後
丘

陵
公

園
2
6
分

⇒
1
8
分

）
。

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

一
般

国
道

2
9
2
号

猿
橋

拡
幅

新
潟

県
再

々
評

価
4
7

6
6

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
6
4
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

2
.3

億
円

交
通

事
故

減
少

便
益

：
0
.0

9
億

円
【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

2
,0

0
0
台

5
1

1
.3

・
第

2
次

医
療

施
設

（
厚

生
連

け
い

な
ん

総
合

病
院

）
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

向
上

（
長

沢
地

区
～

け
い

な
ん

総
合

病
院

3
1
分

⇒
2
3
分

）
。

・
落

石
危

険
箇

所
に

よ
る

通
行

規
制

の
解

消
に

資
す

る
。

・
大

型
車

の
す

れ
違

い
困

難
箇

所
の

解
消

に
よ

り
、

交
通

の
円

滑
化

を
図

る
。

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

Ｂ
／

Ｃ

再
評

価
結

果
一

覧

事
 業

 名
事

業
主

体
該

当
基

準
総

事
業

費
（
億

円
）

費
用

便
益

分
析

貨
幣

換
算

が
困

難
な

効
果

等
に

よ
る

評
価

対
応

方
針

担
当

課
（
担

当
課

長
名

）
貨

幣
換

算
し

た
便

益
:B

(億
円

)
費

用
（
Ｃ

）
（
億

円
）
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便
益

の
内

訳
及

び
主

な
根

拠

一
般

国
道

3
4
5
号

芦
谷

拡
幅

新
潟

県
再

々
評

価
9
4

3
3
4

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
2
7
1
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

5
7
億

円
交

通
事

故
減

少
便

益
：

5
.7

億
円

【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

5
,6

0
0
台

1
1
2

3
.0

・
落

石
・
岩

石
危

険
箇

所
の

解
消

に
資

す
る

。
・
幅

員
狭

小
区

間
の

改
善

に
よ

り
、

大
型

車
通

行
規

制
が

解
消

さ
れ

る
。

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

一
般

国
道

4
0
5
号

高
士

拡
幅

新
潟

県
再

々
評

価
4
0

7
2

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
7
1
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

1
.4

億
円

交
通

事
故

減
少

便
益

：
0
.0

0
億

円
【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

3
,9

0
0
台

5
5

1
.3

・
幅

員
狭

小
区

間
の

改
善

に
よ

り
、

交
通

の
円

滑
化

を
図

る
。

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

一
般

国
道

4
7
2
号

正
間

～
茗

ヶ
島

道
路

富
山

県
再

々
評

価
4
9

5
9

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
5
7
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

1
.5

億
円

交
通

事
故

減
少

便
益

：
0
.0

0
億

円
【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

1
,2

0
0
台

4
9

1
.2

・
沿

道
集

落
に

お
け

る
唯

一
の

ﾗ
ｲ
ﾌ
ﾗ
ｲ
ﾝ
で

あ
る

ほ
か

、
岐

阜
県

及
び

南
砺

市
利

賀
村

と
の

連
携

を
強

化
す

る
。

・
国

道
4
7
1
号

（
利

賀
村

）
の

災
害

や
交

通
事

故
に

よ
る

通
行

止
め

に
伴

う
ﾘ

ﾀ
ﾞﾝ

ﾀ
ﾞﾝ

ｼ
ｰ

機
能

を
発

現
す

る
ほ

か
、

緊
急

物
資

輸
送

路
の

強
化

を
図

る
。

・
近

隣
へ

の
ﾙ

ｰ
ﾄが

少
な

い
ほ

か
、

大
型

車
の

す
れ

違
い

が
困

難
な

区
間

を
解

消
し

て
交

通
の

円
滑

化
を

図
る

。

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

一
般

国
道

2
8
9
号

大
江

道
路

新
潟

県
再

々
評

価
3
3

1
,0

4
4

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
9
8
0
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

6
2
億

円
交

通
事

故
減

少
便

益
：

1
.5

億
円

【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

1
,8

0
0
台

7
3
0

1
.4

・
新

潟
・
福

島
県

境
の

交
通

不
能

区
間

の
解

消
お

よ
び

、
大

型
車

の
す

れ
違

い
困

難
箇

所
の

解
消

に
よ

り
、

交
通

の
円

滑
化

を
図

る
。

・
隣

接
す

る
日

常
活

動
圏

中
心

都
市

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
が

向
上

す
る

（
福

島
県

只
見

町
役

場
～

新
潟

県
三

条
市

役
所

 1
2
9
分

⇒
7
2
分

）
。

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

貨
幣

換
算

が
困

難
な

効
果

等
に

よ
る

評
価

対
応

方
針

担
当

課
（
担

当
課

長
名

）
事

 業
 名

事
業

主
体

該
当

基
準

総
事

業
費

（
億

円
）

費
用

便
益

分
析

貨
幣

換
算

し
た

便
益

:B
(億

円
)

費
用

（
Ｃ

）
（
億

円
）

Ｂ
／

Ｃ

11



便
益

の
内

訳
及

び
主

な
根

拠

一
般

国
道

4
6
0
号

巻
南

バ
イ

パ
ス

新
潟

市
再

々
評

価
8
5

3
7
0

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
3
1
9
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

3
2
億

円
交

通
事

故
減

少
便

益
：

1
8
億

円
【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

8
,5

0
0
台

1
6
4

2
.3

・
西

蒲
区

福
井

地
域

が
第

２
次

医
療

施
設

（
白

根
健

生
病

院
）
ま

で
の

所
用

時
間

が
，

６
分

の
短

縮
が

見
込

ま
れ

る
。

・
西

蒲
区

中
心

部
の

す
れ

違
い

困
難

な
隘

路
を

解
消

し
、

交
通

の
円

滑
化

を
図

る

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

【
土

地
区

画
整

理
事

業
】

（
補

助
事

業
）

便
益

の
内

訳
及

び
主

な
根

拠

金
沢

市
野

田
土

地
区

画
整

理
事

業
野

田
土

地
区

画
整

理
組

合

1
0
年

継
続

中
1
4
3

3
8
3

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
3
6
8
億

円
走

行
費

用
短

縮
便

益
：

1
5
億

円
交

通
事

故
減

少
便

益
：

-
0
.4

5
億

円
【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

2
6
,8

0
0
台

/
日

1
2
6

3
.0

・
幹

線
道

路
網

の
整

備
（
地

域
高

規
格

道
路

の
位

置
づ

け
の

あ
る

金
沢

外
環

状
道

路
の

整
備

）
・
地

域
・
都

市
の

基
盤

形
成

（
道

路
整

備
と

一
体

と
な

っ
た

宅
地

供
給

）
・
道

路
の

防
災

対
策

（
緊

急
輸

送
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

計
画

の
位

置
づ

け
の

あ
る

幹
線

道
路

の
整

備
）

継
続

都
市

･地
域

整
備

局
市

街
地

整
備

課
（
課

長
　

松
田

　
秀

夫
）

貨
幣

換
算

が
困

難
な

効
果

等
に

よ
る

評
価

対
応

方
針

担
当

課
（
担

当
課

長
名

）
貨

幣
換

算
し

た
便

益
:B

(億
円

)
費

用
（
Ｃ

）
（
億

円
）

Ｂ
／

Ｃ

貨
幣

換
算

し
た

便
益

:B
(億

円
)

費
用

（
Ｃ

）
（
億

円
）

Ｂ
／

Ｃ

事
 業

 名
事

業
主

体
該

当
基

準
総

事
業

費
（
億

円
）

費
用

便
益

分
析

事
 業

 名
事

業
主

体
該

当
基

準
総

事
業

費
（
億

円
）

費
用

便
益

分
析

貨
幣

換
算

が
困

難
な

効
果

等
に

よ
る

評
価

対
応

方
針

担
当

課
（
担

当
課

長
名

）
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【公共事業関係費】

再評価実施箇所数 再評価結果

うち
見直し
継続

道路・街路事業 直轄事業等

補助事業等 1 1 1

土地区画整理事業 1 1 1

合　　　　計 1 1 2 2

注１　再評価対象基準

　　　　５年未着工　：事業採択後一定期間（５年間）が経過した時点で未着工の事業

　　　　10年継続中  ：事業採択後長期間（１０年間）が経過した時点で継続中の事業

　　　　準備計画５年：準備・計画段階で一定期間（５年間）が経過している事業

　　　　再々評価　　：再評価実施後一定期間（５又は１０年間）が経過している事業

　　　　その他　　　：社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業

中止

継　　続

再々
評価

評価手続中事業（平成１８年度評価）の再評価について

評価
手続
中

事　　　業　　　区　　　分
その他 計

準備

計画

５年

５年
未着
工

10年
継続
中
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一
括

配
分

に
係

る
事

業
以

外

【
道

路
・
街

路
事

業
】

（
補

助
事

業
）

便
益

の
内

訳
及

び
主

な
根

拠

一
般

国
道

4
7
1
号

利
賀

バ
イ

パ
ス

富
山

県

1
0
年

継
続

中
8
0

9
0

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
7
3
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

1
6
億

円
交

通
事

故
減

少
便

益
：

0
.4

5
億

円
【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

1
,2

0
0
台

8
5

1
.1

・
利

賀
村

ス
キ

ー
場

や
温

泉
地

等
の

観
光

客
増

加
が

期
待

で
き

る
。

・
利

賀
村

と
砺

波
市

の
ア

ク
セ

ス
向

上
(6

5
分

→
4
9
分

)が
図

ら
れ

る
。

・
一

般
国

道
4
7
1
号

の
す

れ
違

い
困

難
な

箇
所

を
解

消
し

、
交

通
の

円
滑

化
を

図
る

。

継
続

道
路

局
国

道
・
防

災
課

（
課

長
　

下
保

　
修

）

【
土

地
区

画
整

理
事

業
】

（
補

助
事

業
）

便
益

の
内

訳
及

び
主

な
根

拠

十
日

町
駅

西
土

地
区

画
整

理
事

業
十

日
町

市
再

々
評

価
7
2

3
9

【
内

訳
】

走
行

時
間

短
縮

便
益

：
3
4
億

円
走

行
経

費
減

少
便

益
：

5
.5

億
円

交
通

事
故

減
少

便
益

：
-
1
.1

億
円

【
主

な
根

拠
】

計
画

交
通

量
：

9
,0

0
0
台

/
日

2
8

1
.4

・
道

路
の

防
災

対
策

・
危

機
管

理
の

充
実

（
幅

員
6
m

以
上

の
道

路
が

な
い

た
め

消
火

活
動

が
で

き
な

い
地

区
が

存
在

す
る

た
め

、
こ

の
地

区
解

消
）

・
地

域
・
都

市
の

基
盤

の
形

成
（
鉄

道
新

線
と

一
体

と
な

っ
た

整
備

）
継

続
都

市
・
地

域
整

備
局

市
街

地
整

備
課

（
課

長
　

松
田

　
秀

夫
）

貨
幣

換
算

し
た

便
益

:B
(億

円
)

費
用

（
Ｃ

）
（
億

円
）

Ｂ
／

Ｃ

評
価

手
続

中
事

業
（
平

成
１

８
年

度
評

価
）
の

再
評

価
結

果
一

覧

Ｂ
／

Ｃ

事
 業

 名
事

業
主

体
該

当
基

準
総

事
業

費
（
億

円
）

費
用

便
益

分
析

貨
幣

換
算

し
た

便
益

:B
(億

円
)

貨
幣

換
算

が
困

難
な

効
果

等
に

よ
る

評
価

対
応

方
針

担
当

課
（
担

当
課

長
名

）

担
当

課
（
担

当
課

長
名

）
費

用
（
Ｃ

）
（
億

円
）

対
応

方
針

貨
幣

換
算

が
困

難
な

効
果

等
に

よ
る

評
価

費
用

便
益

分
析

該
当

基
準

事
 業

 名
事

業
主

体
総

事
業

費
（
億

円
）
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